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立を研究目的とする．本論文は 6 章から構成されており，各章の概要を以下に示す．  










が低下することも示した．また，第 3 章で得られた知見は，径の小さな PC 鋼材を有する
プレテンション式 PC 桁に適用範囲が限定され，径の大きな PC 鋼材を有するポストテン
ション式部材の場合は別途検討が必要であることを示した．  









た PC 鋼材の破断が生じる変形量で耐力が支配されることが明らかとなった．  
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第 5 章では，新潟県山間部で約 40 年間供用されている，鋼材破断の生じたポストテン
ション式 PC 橋を対象として，有限要素解析による構造性能評価手法の検討を行った．そ
のうえで，解析結果を利用して対象橋梁を安全に供用するための維持管理方法についても
検討を行った．その結果，PC 鋼材の破断の影響を解析上で考慮し，かつ適切な材料モデ
ルを適用すれば，架橋地点で行われている載荷試験結果（載荷によるたわみ分布）を有限
要素解析により概ね再現可能であることを示した．PC 鋼材の腐食や付着劣化等の損傷状
況を考慮したうえで，橋梁の性能評価を試みた結果，PC 鋼材の破断のみを考慮した場合
の解析結果に比べて，耐力や変形性能が著しく低下した．すなわち，PC 鋼材の腐食や付
着が橋梁の構造性能に大きく影響を与えることが明らかとなった．また，PC 鋼材の破断
を進行させた場合の解析結果より，破断本数が全体の半分に達したときでも死荷重状態に
おける PC 鋼材の破断により生じるたわみは直線的に増加することから，橋梁に曲げひび
割れが生じることなく安全に供用可能であることを示した．一方，載荷試験時には，PC
鋼材の破断本数が全体の約 35%に達したときにひび割れが生じることが明らかとなった．
したがって，曲げひび割れ発生時を管理限界と考えると，載荷試験時では，たわみの管理
値には曲げひび割れ発生時のたわみを用いて維持管理を行えば良いことを示した．  
第 6 章では，本研究で得られた知見を総括するとともに，本研究の適用範囲や今後の課
題について述べた．  
 
